






































































二 管理技術者 施行の技術上の管理運営に必要な知識と経験を有する者。 
建設業第 26 条に定める有資格者（主任技術者）相当とするが、現場代理人と兼ねることが
できる。 
三 世話役 軽機械（草刈機・ｸﾞﾗｲﾝﾀﾞｰ等）作業及び掘削作業の相当程度の技術を有する者。 
現場に常駐し、作業員の指導業務を行う。 

























































考古学博士課程学生の学位取得戦略会議       
佐々木 達夫 
 2002 年６月 14 日、金沢大学考古学博士課程学生
と考古学教官（佐々木達夫、高浜秀、藤井純夫、中
村慎一）４人が学位取得戦略会議を開いた。本稿は
その報告である。 
日本はいま大学院重点化を進めており、大学院生
が急激に増加したが、質は低下している。この傾向
と影響は金沢大学にも及んでいる。博士号を短期間
に与えようという政府や産業界の期待に対し、博士
論文の質の低下に悩む声がよく聞かれる。考古学教
官も博士論文としての基準を満たした論文とはどう
いうものかをしばしば意見交換し、考え方の標準化
を行っている。そうした現状のなかで、できるだけ
質の高い人材を博士課程で育て、博士号を授与し、
社会で活躍する専門的職業人として送り出すのが教
官の仕事と悩みになっている。 
多様で自由な発想をもち優れた専門性の高い人材
を育成することが博士課程の目的であるが、どのよ
うにして幅広い多様な考えをもつ質の高い人材を育
てるかを議論している。学部教育で早くから専門性
を高くすることは多様性が育たないと言われ、実際
には学力低下があるため学部では幅広く教養を教え、
大学院で専門化するのがよいと言われている。しか
し、博士課程学生の学力低下に加えて専門性の範囲
が狭いのも問題とされ、ダブルメジャーや多様性が
重要ともいわれる。博士課程の教育内容は学部教育
の延長で知識の継承と後進研究者の育成、研究方法
指導も重要だが、大学院教育をリサーチ・スクール
のような研究現場に直結するような形で行うことが
望ましいという意見もある。 
 大学院博士課程に優秀な人材が進むように大学院
生に対する生活支援を含めた支援が整備されつつあ
る。日本学術振興会特別研究員、各種奨学金、財団
等の研究助成金の受託なども広がっている。ポスト
ドクター支援として欧米では５～７年の任期期間が
必要といわれているが、大学院、ポストドクターと
積み重ね、社会に出る時期が遅くなることはデメリ
ットも多い。ポストドクターは専門的職業人として
社会で即戦力となるべきであり、ポストドクター評
価は即戦力としての力を持つかどうかが判断基準と
なる。ポストドクター、オーバードクターがインタ
 4
